
   

【
作
者
】
袁
凱
（
生
没
不
詳
）：
明
朝
初
期
詩
の
第
一
人
者
。
字
は
景
文
。
袁
白
燕
と
称
さ
れ
る
。
華
亭
（
現
・
上
海
市
松
江
）
の
人
。 

洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
年
）
に
御
史
に
任
じ
ら
れ
、
活
躍
す
る
。 

【
語
釈
】
＊
京
師…

み
や
こ
。 

＊
家
書…

家
よ
り
の
手
紙
。
故
郷
か
ら
の
便
り
。 

 

＊
江
水…

川
の
流
れ
。
長
江
の
流
れ
。 

 
 

＊
三
千
里…

遙
か
な
距
離
を
い
う
。
故
郷
の
あ
る
と
こ
ろ
と
の
距
離
を
い
う
。 

 
 

＊
別
語…

そ
の
外
の
こ
と
ば
。「
帰
郷
せ
よ
」
と
言
う
以
外
の
こ
と
ば
。 

【
通
釈
】 
 

都
で
、
故
郷
か
ら
の
便
り
を
手
に
入
れ
た
。 

 
 

川
の
流
れ
の
遙
か
な
と
こ
ろ
に
故
郷
が
あ
り
。
遙
か
な
と
こ
ろ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
た
の
に
手
紙
文
は
、
た
っ
た
十
五
行
だ
け
の
簡
潔
な
も
の
で 

あ
る
。
ど
の
行
（
ぎ
ょ
う
）
に
も
、
外
（
ほ
か
）
の
こ
と
は
載
っ
て
い
な
く
て
。
た
だ
た
だ
、
早
く
還
っ
て
こ
い
と
の
み
言
っ
て
い
る
。 

 


